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平
成
28
年
12
月
会
議

一
般
質
問

★
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
に
つ
い
て

①
平
成
22
・
23
年
度
を
ピ
ー
ク
に
改
善

し
て
い
る
が
、
無
く
な
ら
な
い
要
因
は
。

　

子
ど
も
の
社
会
性
が
形
成
さ
れ

る
段
階
で
、
社
会
的
環
境
や
家
庭

環
境
、
個
人
的
な
要
因
な
ど
様
々

な
こ
と
が
絡
み
あ
っ
て
発
生
し
、

要
因
の
特
定
は
非
常
に
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

②
平
成
28
年
４
月
以
降
の
実
態
と

対
策
は
。

　

い
じ
め
は
11
月
末
で
小
学
校
で

８
件
、
こ
の
う
ち
６
件
は
す
で
に

解
消
し
て
い
ま
す
。　
　

　

い
じ
め
は
認
知
さ
れ
る
事
が
非

常
に
重
要
と
考
え
ま
す
。
教
員
が

認
知
し
、
解
消
に
向
け
て
指
導
を

行
う
こ
と
で
、
減
少
し
て
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

暴
力
行
為
は
11
月
末
で
小
学
校

で
2
件
で
す
。

★
児
童
虐
待
の
実
態
に
つ
い
て

①
現
在
把
握
し
て
い
る
家
庭
数
と

人
数
と
内
容
は
。

　

17
家
庭
で
30
人
で
す
。
内
訳
は
、

実
母
に
よ
る
心
理
的
虐
待
６
人
、

実
父
に
よ
る
心
理
的
虐
待
１
人
、

実
母
に
よ
る
ネ
グ
レ
ク
ト
３
人
、

実
母
に
よ
る
身
体
的
虐
待
１
人
、

他
の
19
人
は
、
判
断
は
難
し
く
今

後
支
援
等
が
必
要
な
児
童
で
す
。

②
児
童
相
談
所
の
一
時
預
か
り
、

施
設
入
所
、
里
親
委
託
、
関
係
機

関
へ
の
送
致
な
ど
の
措
置
の
状
況

は
。

　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
が

２
人
い
ま
す
。

★
児
童
虐
待
の
対
策
に
つ
い
て

①
要
保
護
児
童
の
対
応
と
指
導
は
。

　

保
育
園
や
学
校
で
は
、
先
生
方

が
常
に
注
意
を
払
い
、
定
期
的
に

近
況
報
告
し
、
保
健
師
の
家
庭
訪

問
・
電
話
相
談
・
来
所
相
談
で
、

子
ど
も
の
状
況
の
把
握
と
保
護
者

の
子
育
て
に
関
す
る
負
担
感
や
不

安
感
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
増
加
の
要
因
は
何
か
。

　

少
子
化
・
核
家
族
化
の
進
行
、

経
済
不
況
等
を
背
景
に
、
望
ま
な

い
妊
娠
や
、
発
達
障
害
等
育
て
に

く
さ
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
や
精

神
疾
患
の
あ
る
保
護
者
の
増
加
等
、

様
々
な
リ
ス
ク
要
因
が
複
雑
に
絡

み
合
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ま
す
。

③
抜
本
的
な
対
策
は
。

　

母
子
保
健
施
策
を
中
心
に
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
、
家
庭

内
で
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
築
く
こ
と
が
予
防
や
発
見
に

繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

★
町
の
医
療
の
現
状
は

①
開
業
医
を
含
め
た
医
師
の
実
情

は
。

　

病
院
２
施
設
、
一
般
診
療
所
11

施
設
（
老
人
ホ
ー
ム
等
の
医
務
室

３
施
設
含
む
）、
歯
科
診
療
所
７

施
設
（
原
子
力
機
構
の
医
務
室
１

施
設
含
む
）
が
、
医
療
機
関
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
鏡
野
病
院
、
診
療
所
の
勤
務
医

は
定
年
の
定
め
は
あ
る
か
。

　

地
方
公
務
員
法
が
適
用
さ
れ
、

町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
で
、
65
歳
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

特
例
と
し
て
そ
の
職
務
が
職

員
の
退
職
に
よ
り
公
務
の
運
営

に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
場
合
、

ま
た
は
欠
員
の
補
充
が
困
難
な

場
合
等
は
最
大
３
年
ま
で
延
長

で
き
ま
す
。

③
、②
の
勤
務
医
師
の
年
齢
構
成
は
。

　

鏡
野
病
院
は
、
常
勤
医
師
６
名

の
内
、
60
〜
64
歳
が
１
名
、
55
〜

59
歳
が
２
名
、
50
〜
54
歳
が
２
名
、

30
〜
35
歳
が
１
名
で
す
。

　

非
常
勤
医
師
４
名
の
内
、
25
〜

29
歳
１
名
、
30
〜
34
歳
２
名
、
35

〜
39
歳
1
名
で
す
。

★
今
後
の
医
療
体
制
の
整
備
に
つ

い
て

①
町
の
医
師
は
十
分
に
確
保
さ
れ

て
い
る
か
。

　

休
日
と
夜
間
の
当
直
業
務
も
行

い
医
師
不
足
の
状
態
で
す
。

②
勤
務
医
師
の
退
職
後
の
後
継
者

の
目
途
は
。

　

県
か
ら
の
派
遣
医
師
１
名
が
、

義
務
年
限
終
了
後
に
勤
務
を
希
望

し
て
い
ま
す
。

　

他
の
医
療
機
関
で
義
務
年
限
中

の
医
師
か
ら
も
今
後
の
勤
務
表
明

が
あ
り
ま
す
。

　

医
師
の
定
着
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

③
今
後
の
医
師
確
保
、
定
着
の
方

針
は
。

　

県
の
へ
き
地
医
療
対
策
の
医
師

派
遣
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
大
学
医
学
部
に
地
域
枠
が

設
置
さ
れ
、
へ
き
地
を
含
む
医
師

不
足
の
地
域
で
幅
広
い
診
療
に
対

応
で
き
る
医
師
を
養
成
す
る
制
度

も
申
請
し
、
県
内
の
医
療
機
関
へ

医
師
の
派
遣
を
継
続
し
て
要
望
し

て
い
ま
す
。

④
岡
山
大
学
、
日
本
原
子
力
機
構

と
の
三
社
協
定
と
、
町
の
医
療
体

制
と
の
関
連
は
あ
る
か
。

　

現
在
、
岡
山
大
学
が
中
心
と
な

り
研
究
を
進
め
て
い
る
ホ
ウ
素
中

性
子
補
足
療
法
、
通
常
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

と
呼
ば
れ
て
い
る
、
癌
を
切
ら
ず

に
治
す
最
先
端
治
療
を
協
力
し
て

進
め
、
将
来
的
に
医
療
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
今
後
の
展
望
を

共
に
考
え
て
い
ま
す
。

★
鳥
取
県
中
部
地
震
に
つ
い
て

①
町
内
の
被
害
状
況
・
被
害
額
・

住
宅
被
害
の
概
要
は
。

　

公
共
施
設
は
、
観
光
施
設
・
文

化
施
設
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
施
設
等
12

施
設
、
被
害
総
額
は
約
２
，４
０
０

万
円
で
す
。　

　

被
害
状
況
は
現
在
調
査
中
の
施

設
も
あ
り
、
被
害
額
は
更
に
増
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

町
が
把
握
し
て
い
る
も
の
は
、

屋
根
瓦
の
落
下
に
よ
る
一
部
破
損

が
７
棟
、
非
住
家
被
害
は
壁
等
の

破
損
に
よ
る
一
部
破
損
が
５
棟
、

全
壊
１
棟
で
す
。

②
町
の
住
宅
被
害
の
支
援
措
置
は
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

③
鳥
取
県
被
災
者
へ
の
町
の
対
応
は
。

　

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
地
震
災

害
義
援
金
募
金
箱
を
町
役
場
庁
舎

内
、
奥
津
・
上
齋
原
・
富
の
各
振

興
セ
ン
タ
ー
及
び
各
公
民
館
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

11
月
28
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で
の

５
日
間
、
住
家
の
被
害
認
定
等
の

業
務
支
援
で
、
鳥
取
県
湯
梨
浜
町

に
町
職
員
２
名
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

④
町
の
地
震
回
復
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

　

大
き
な
余
震
が
少
な
く
な
り
、

収
束
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
10
日
後
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
安
全
を
発
信
し
、
町
主
催
の

イ
ベン
ト
等
で
周
知
し
ま
し
た
。
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